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 別添資料2枚あり   

平成28年2月19日 

名古屋教育医療記者会  各位 

                                                                    名古屋市立大学大学院 芸術工学研究科 

教授  栗原康行 電話052-721-1225（携帯090-3506-9067） 

（MAIL：k18394@yahoo.co.jp） 

名古屋市立大学芸術工学部事務室 

 事務長 渡邉一紀 電話052-721-1225 

（名古屋映画演劇記者クラブ・中部芸術文化記者クラブ・名古屋市政記者クラブと同時発表） 

 

名古屋市立大学開学65周年記念作品 

（制作/芸術工学部映像研究室）  

長編映画「儚時計」
ゆ め ど け い

の公開について 

 
 

～戦後復興期の昭和25年と現代を舞台に、65年の時を経て 

「現代の便利さがもたらしたものと失ったもの」「家族や友情や心の絆」をテーマに、 

激動の昭和初期に学ぶべきものや現在に失ったものなどの問題点を対比させて描く物語〜 
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名古屋市立大学芸術工学部映像研究室では、出演者にプロの俳優を交え、学外でのロケを行うなど商業映画と同様の緊張

感とプロセスで映像作品の制作を行っています。学生は企画/シナリオ/撮影/映像編集だけでなく俳優との出演交渉、出演者

のスケジュール管理など、撮影に必要となる全ての手順を実践として学んでいます。 

前年度制作した作品は、昨年3月に109シネマズ名古屋で公開し大盛況となりました。今年は名古屋市立大学開学65周

年を記念し、開学当時をテーマに映画を制作。オスカープロモーション全国美少女コンテスト入賞者や地元発のアイドル

SKE48のメンバー、劇団あおきりみかんなど地元のプロの俳優に出演していただいています。映画のポスター/チラシのデザ

イン制作は、近隣に位置しデザイン・建築などの専攻を同じくする名古屋市立工芸高校と協力し、映画サウンドトラックと

オリジナルテーマソングは、名古屋市立大学管弦楽団が協力し、劇中はすべてオリジナルの生音源で構成される映画です。 

 

記 

 

１．公開の日時 

2016年3月18日（金） 

開場：午後6時45分 開演：午後7時～8時頃まで（1回のみ上映） 

２．場 所 

ミッドランドスクエアシネマ シアター1（名古屋市中村区名駅四丁目7番1号ミッドランドスクエア商業棟5F） 

３．入場料金など 

入場無料 予約優先/全席指定  2月15日（月）チケット予約受付開始 

（チケット申込みフォーム）URL ：http://goo.gl/forms/VHeD4tyOSy  

（問 い 合 わ せ 先）MAIL： yumedokei0318@gmail.com         TEL： 090-1235-8950 

４．お願い 

映画上映は進行具合により若干変更になることがあります。 

取材いただける場合、お手数ですが前日までに必ずお電話等でご連絡いただけますと幸いです。  

また、撮影や取材、アクセスに関する問い合わせは、すべて上記連絡先にお願い致します。 

   

長編映画「儚時計」
ゆ め ど け い

について 

 [作品情報/あらすじ] 

 2015年。江木ジェーンは、両親と自宅で三人暮らしをしている、地方都市の市立大学に通う合理主義の学生である。高校までは

本格的に剣道部の活動をしていたが、大学では剣道部に所属するもサボり気味。漠然と薬学概論の授業を聴講しているジェーン。

講義のなかでは、現代の超少子高齢化社会と比較して、1950年の占領下の日本と分割占領案や当時の人々の疾患と栄養状態、ジェ

ーン台風がもたらした災害規模と社会情勢から災害の規模が正確迅速に情報伝達されなかった背景などについて聞こえてくる。そ

の日の授業のなかで課題が出され、友人たちと太平洋戦争当時の防空壕を見学に行くことになる。ジェーンが階段を降りていき、

持って行った古い掛時計のゼンマイを巻いてみると、激しく時報の鐘が鳴り出し、勢いよく針が逆回転し始める。 

気がつくと1950年の日本にいた。そこで大学生時代の江木夢子（ジェーンの祖母の若い時代）と遭遇する。夢子に剣道場で不審

者と間違われ、竹刀で叩かれて気を失うジェーン。目覚めるとそこは六十五年前の江木家であり、自分の曾じいさんと曾ばあさん

（当時は四十代）と江木佳江（当時十六歳。夢子の妹）が暮らしている家だった。ジェーンは戦災で家族と生き別れた記憶喪失者

扱いされ暫く自宅に厄介になる。彼女は占領下で現代とはまったく違う大学や大学生、そして「日本」に出会う。 

制作： 名古屋市立大学芸術工学部 映像研究室   企画：栗原康行 

協力：オスカープロモーション SKE48  大正村 なごやロケーションナビ HEATほか 

    監修：平嶋尚英（名古屋市立大学薬学研究科 教授 生体超分子システム解析学分野） 

          竹内  浩 （名古屋市立大学医学研究科 講師 精神/認知/行動学）ほか 

出演：加田穂乃華  尾中琴美  SKE48石田安奈 脇田敏博ほか 
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[芸術工学部映像研究室について] 

指導教員  名古屋市立大学大学院芸術工学研究科 教授 栗原康行（くりはら  やすゆき） 

 

授業で映画を作る事の意義   

  “学生が恊働で映画を制作する事で、本当の意味でのものづくり、あらゆる調整作業のなかで培われる社会性、プロの役者

が真剣に取り組む姿を目の当たりにして感動する場を提供する事で人間的にも成長する事を期待している。通常の「学生が

お客さん的な感覚の座学授業」では身に付かないスキルが身に付くと考えています” 

◇栗原康行プロフィール 

大学卒業後アメリカ・シカゴの大学院へ進学。在学中に「留学生日記」を一年間にわたって月間イメージ・フォーラムに執筆・連載。 

帰国後、番組制作会社日本衛星放送（WOWOW）、科学技術振興機構勤務などを経て現在に至る。スポーツ番組の中継から科学教育番組

の制作まで幅広い映像制作に関わる傍ら個人で実験映画作品も手がける。映画のメディアとしての歴史をテーマにした「動画の科学」が

近代美術館フィルムセンターにて常設展示中。極真空手初段 全国大会出場歴あり。 

【主な受賞歴】 

World Wide Video Fes入選、イメージ・フォーラムフェスティバル入選、北京映像祭招待、Us International Film Fes入選、The New York Fes入選など。 

 

映画シリーズ 

   名古屋市立大学芸術工学部映像研究室では2008年頃から映画制作をシリーズ化している。 

・2010年には改造車が走り回る学生映画「Blue Sky Days」を制作。名古屋の一般の映画館シネマスコーレにて劇場公開。 

・2011年にはAKB48のメンバーも出演する「Angel」を制作し、名古屋パルコのセンチュリーシネマにて劇場公開。 

関西や東北からの観客もあり満員御礼、立ち見も出て一部入場制限した。東京下北沢でアンコール上映会を行った。 

・2012年はアダルトチルドレン症候群について描いた作品「インナーチャイルド」を制作。 

 伏見のミリオン座で2013年3 月3日に上映。補助席や立ち見を含む140名以上を集客した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2013年には性同一性障害を取り巻く社会問題について明るく描いた「女の子ごっこ」を制作。   

2014年3月名古屋ミッドランドスクエアシネマスクリーン１にて公開。 

350席満席の予約をいただき、キャンセル待ちが数十名あった。 

・2014年2月東映より「Angel」「インナーチャイルド」DVD全国同時発売。 

・2015年3月109シネマズ名古屋にて「Online Friend」公開し好評を博した。 

出演された俳優の今井雅之さんには、闘病中にも関わらず舞台挨拶に参加いただいた。 

 

 研究室ウェブサイト 

  http://www.sda.nagoya-cu.ac.jp/ykurihar/profile 

 

以 上 

http://www.sda.nagoya-cu.ac.jp/ykurihar/profile





